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１．はじめに  
平成 17 年 4 月 12 日 60 学級 (前年度比＋ 12 学級 )、小学部 1,742 名・中学部 374 名、

全校児童生徒数 2,116 名 (前年度比＋ 425 名 )、文部科学省派遣・現地採用教員 83 名

で新学期を迎える。（平成 18 年１月 23 日には 2,228 名～世界一の日本人学校）小学

部 1 年生 303 名 (10 学級 )の入学式を終え、午後には中学部 1 年生 153 名(5 学級)の入学式。

翌日、体育館に収容できず、3 回(小：低学年、高学年、中学部)に分けて行った始業式。  
マ ン モ ス校 で の 新学 期 は 、

前 年 通 り に な ら な い 学

年・学校行事、超大規模校

の 良 さ を 引 き 出 す 教 育 課

程の工夫、児童生徒の安全

に 配 慮 し た 教 育 活 動 、 中

国 ・ 上 海 の 地域性を生かし

た特色ある教育実践等々、児

童 生 徒 の 急 増 期 に お け る

大 規 模 校 の 学 校 経 営 と 翌

春、開校の新設校（浦東校）

対応を待ったなしで進めな

ければならないスタートで

あった。  
２．活力ある中国・上海  
 日本の 25 倍の広大な国土、56 民族（漢民族 92％  
その他は少数民族）の多民族国家をかかえ、風土も  
言葉も，文化も異なる大国、近年は世界最大の生産  
地から 13 億人の世界最大の消費地へと変貌しつつ  
ある国、中国。  

東方明珠電視塔（高さ 468m）や金茂ビル(420m）  
上海環球金融中心・上海ヒルズ(492ｍ)の高層建築が  
立ち並ぶ近代的建築物と租界時代の歴史的建築物が  
混在する、不思議でエキゾチックな都市、上海。経  
済の成長と発展が著しい上海では、世界の大都市に肩を並べるほどのエネルギッシュで、賑わ

いがあり、2010 年には、上海万博が開催予定され、地下鉄の交通網やインフラ整備や万博準備

が急ピッチで進められている。  
国際・金融都市である今上海には今日、世界中から多くの外資系企業が進出し、日系企業も  
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6,000 社を超え、多くの駐在員を抱えている。在留邦人も在外公館（上海総領事館）への届出

数が H19:48,000 人（H1８：44,000 人、H17:40,000 人）ともいわれ、生活条件の向上に伴い、

子どもを帯同してくる在留邦人が増加し、学齢前や小学部低学年の数も年々増え続けている。  
３．上海日本人学校の概要  
 (1) 児童生徒増と校舎増築の 10 年間  

昭和 50 年、在上海日本国総領事館の一室で  
総領事を校長に子ども 7 人のための上海補習学  
校として始まる。昭和 62 年４月に日本人学校が  
創立され、現在では虹橋校・浦東校と合わせて  
児童生徒数が 2,600 名余（平成 20 年４月）を超  
え、世界で最大規模の日本人学校としてその隆盛  
を見るに至っている。  

  『上海市発展の歩み＝日本企業の進出＝児童生徒数の急増＝本校の歴史』と重なり、上海 

日本人学校創立からの 20 年間、そして虹橋校の開校時（平成 8 年：2・3 階建て 42 教室）か 

らの児童生徒急増の 10 年間は、第２期校舎増築（平成 10 年：2 階建て６教室）、第３期校舎 

増築（平成 14 年：3 階建て９教室）、プレハブ校舎を経て、第４期東校舎建設（平成 16 年： 

５階建て 25 教室、室内プール、第２体育館）にわたる「校舎増築、建設」の 10 年間でもあ 

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【虹橋校の春】

　　　上海日本人学校 児童生徒数の推移　               2008.4.15
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 (2) 第 2 校舎の建設  
創立 20 周年と期を一にして、児童生徒の急増に対応するため、また将来を見据え、2006 

年(平成 18 年)４月、浦東新区に第 2 キャンパス・浦東校（普通教室 36 学級）を開校する。

９月着工から翌春４月までの７ヶ月間で建設した浦東校は在上海に果たしてきた上海日本人

学校の輝かしい歴史と伝統を大きく飛躍させ、21 世紀を歩む日本人学校になってほしいと願

いがいっぱい込められて、開校した学校である。  
新校舎の初日、児童生徒はワクワク・ドキドキして玄関に足を踏み入れ、「ピカピカの校舎・ 

教室・床・壁」「広い廊下」「夢のような空間」「大きな丸い窓」「ウッドデッキと広場」「外階

段とテラス」「木のぬくもりのある校舎」と新しい校舎のひとつひとつに感動し、新校舎で学

べる喜びを実感していた。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

その後も児童生徒増の勢いは止まず、開校 3 年目(今年度)には、会議室・多目的室を間仕  
切りし、普通教室 4 学級増の 40 学級にし、Ｈ20 年度の始業式を迎えた浦東校である。 

(3) 全校児童生徒が転校生  
 上海に限らず、日本から海外へ赴任する者にとって、子どもの教育は最も悩ましい問題の

一つである。子どもが学校に馴染むことができるか、日本と同程度の教育水準を保つことが

出来るのか、日本での受験の際に不利にならないのか等々。特に中国の場合は、急激な発展

スピードを背景にした企業進出の増大に比して、日本での一部の中国の反日報道等で、保護

者の中には子どもを中国に同行させることをためらう人達もいたという。又、子ども達もそ

の雰囲気を察してか、居住・教育環境を不安に思い、日本での進学の遅れになると信じて、

逃げ腰になるケースもあるという。  
  上海日本人学校の在校生は一見、日本国内の子どもたちと同じに見えるが、全員が「転校

生」である。突然の親からの転校の話、「転校！、それも中国・上海？」。多くの子どもたち

は、「転校、嫌！」と反発し、「友達ができるかな？」と不安を抱え、初めての外国の学校、

上海日本人学校へ転入してくる。  
しかし、かっての転校生である在校生は、彼らを、時間を掛けながら、気遣いながら、温

かく受け止めていく。学校に響き渡る小 1～中 3 までの子どもたちの声、昼休み時間ともな

れば、時間いっぱい，グランドや体育館を走り回り、授業中は一生懸命学習に集中する。小

中合同の運動会や学習発表会の行事、現地校との交流学習でも、全員が一丸となって取り組

み、感動的な一日を演出し、皆で協力して頑張る。「明るく、元気で、よく学び、よく遊ぶ」

子どもたちの笑顔がとても似合う上海日本人学校の日々。  
その転入生であった子どもたちは、本校卒業時や転出時には、『上海日本人学校、大好き！』

【新校舎の浦東校】
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『中国・上海、大好き』『こんなチャンスをくれたお父さんに感謝したい』と日本へ帰国し、

また世界各地へ旅立っていく。世界一の日本人学校でたくさんの笑顔に出会い、学び、そし

て交わり、世界一の学校生活を満喫している上海日本人学校の子どもたちから、私も多くの

感動と喜びを貰った３年間であった。  
 

４．上海日本人学校の実践（教育課程） 

校訓……… 独 歩 博 愛   

学校教育目標 

 自ら学び 明るく やさしく たくましく、国際性豊かな児童生徒の育成 

 
 
 
 
 
 
 
 

在外教育施設（日本人学校、補習授業校）は『学習指導要領に準拠し、在外の特色ある教育』

を組み込む教育課程を編成している。 

上海日本人学校では、１．学力の向上、２．国際教育、３．小学部・中学部併置の特性 

に重点を置いた教育課程を編成・実施している。 

（１） 学力の向上 

・ 興味関心，意欲を喚起させる小学部の教科担任制 

（音楽・図工：小1～６、理科：小3～６、家庭：小5・6、社会：小６） 

・きめ細かな指導：中学部数学・英語の少人数指導 → 将来は習熟度クラスへ 

       ：小1の体育…TT指導 

※経営方針や重点目標を達成するため、学校運営委員会の理解・承認のもと、教員定数

を超えた教員増員を確保し、上記の教育課程編成が実践できた。 

・基礎基本を定着させるドリル学習 …（小：ドラゴンタイム、中：マルチタイム）の設定 

・本に親しむ時間：全校一斉の「朝読書」の時間 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学 校 経 営 方 針から】 

  学校教育目標を達成するために、在上海の特性を生かしつつ、物心両面の教育環境を充実・整備し、児

童生徒一人ひとりに寄り添い、夢を語り、その夢の実現に向けて気力みなぎる、気品ある校風の樹立に

一層努める。 

（1）基礎的・基本的学力の確実な定着を図り、学習目標や課題への探究心を養い、意欲的に学習する児童

の育成に努める。 

（2）上海・中国理解の深化と自己理解、自国理解、人間理解を推進し、日本人としてのアイデンティテ

ィの確立を図るとともに、共生の精神、国際人としての素養の醸成に努める。 

（3）～（7）……略  

蔵書 2 万冊の図書室
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（２）国際教育  
国や言葉を超えた交流をめざして  

～一人ひとりが日中友好の架け橋に～  
上海日本人学校の教育目標は【自ら学び、明る  

 く、やさしく、たくましく、国際性豊かな児童生  
徒の育成する】である。開校以来、教育活動の特  
色にひとつに、国際教育の実践が求められてきた  

学校経営方針に「在中国・上海の特性を生かし  
中国や上海の環境や人材を学習活動に取り入れ、  
現地校や国際学校との交流を通し、中国理解や人  
間理解、自国・自己理解を深め、共生の精神と国  
際性豊かな児童生徒の育成を図る」と強く打ち出  
し、特色ある教育活動の目玉にひとつにしている。  
① 語学授業（英会話＆中国語）  

 小 1～中３の全校児童生徒は中国人＆欧米人の先生（講師）から、クラスごとに少人  
数の習熟度別（会話能力）グループで、週 1 回、本校作成の教科書（中国語）を使い、英  
会話＆中国語を学んでいる。さらに、中学生２・３年生は選択教科（英会話か中国語会話） 
として発展・充実させる授業も位置づけている。  

② 児童・生徒の現地校交流  
                                            

 
 
 
 
 
 
 

浦東校の課題のひとつに、本校とここ浦東地区の現地小中学校との国  
際交流（現地校交流）があった。上海日本人学校では開校以来 20 年間，在外の特色を生

かし，現地の小中学校の子ども達と交流学習を実践している。国際理解や現地理解の方法

は沢山あるが、『人と人のふれあい』を通した交流が、やはり世界へ目を向け，グローバル

な視点で物事を考えられる児童生徒の育成につながっている。  
   現地校との交流では身近な遊びや歌を通し，中国と日本の文化の類似点・相違点を気づ  

かせ，同時に日本と中国との様々なつながりから，よりよい国際関係を考え，深めさせて  
きている。小 1～中 3 の全学年が現地校９校と発達段階に即しての交流学習が実施でき、  
各学年、年１～２回、２学期を中心に有意義な交流学習（訪問・招待）を実施している。  

 
 
 
 

【上海市内の交流校：浦東校】 

・上 海 市 実 験 学 校 東 校  ・ 上 海 浦 明 師 範 附 属 小 学  ・ 南 馬 頭 小 学  

・ 浦 東 新 区 海 桐 小 学   ・ 第 六 師 範 第 二 附 属 小 学  ・ 洋 径 菊 園 実 験 学 校  
・ 甘 泉 外 国 語 中 学    ・ 上 海 浦 東 中 学      ・ 上 海 市 建 平 世 紀 中 学
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6 月６日：南京市内見学  
○中山陵(孫文が眠る)、体験学習  

6 月７日：南京市内で学習  
○【平和学習】  

※平和式典（平和の集い）  
・南京大虐殺記念館副館長や  

戦争被災者の方のお話  
・五千羽鶴の奉納  

○中華門、夫子廟（孔子廟）見学と散策  
6 月８日：蘇州市内見学  

○山塘街散策、寒山寺､古運河遊覧 虎丘（中国の斜塔）拙政園  
【生徒の感想から】  
『平和と戦争を再度、深く考えさせられた平和の集いでした』、『平和の集いでのお話しや
五千羽鶴のことは絶対忘れない！』、『寒山寺や虎丘、蘇州って歴史そのものの街って感じ』、
『事前学習をしたけれど、ガイドさんのお話から、新たな発見がいっぱいの旅でした。』『歴
史を未来に生かすことを再度気づかせてくれた時間でした。』『いろいろな面で中 1 の宿泊
の成果と課題を踏まえた、成長した南京・蘇州の宿泊学習だと思います。』  

  南京・蘇州  中学部２年(173 名)   
平和を未来へ ～心に刻もう｢日中友好｣～ 

③ 中日スピーチ大会  
 昨年で第 11 回を迎える中学部中日スピーチ大会は、  
日本人学校主催で、４～５校の現地中学生を招待し、  
行う伝統的な行事の一つである。  

日中の生徒が互いに相手の言語で意見発表を行い、  
日頃の練習成果を披露する絶好の場であると共に、  
互いの文化や歴史への理解を深める機会でもある。  
スピーチに合わせた中国語（日本語）の字幕、閉幕  
式での中学部全員の中国語による合唱や在上海総領事のご講評等、内外から高い評価を得

ているスピーチ大会である。  

④ 中国大陸を歩く！  宿泊学習・修学旅行（小 6～中 3）  
本校では、在外での特性を生かし、中国各地への宿泊学習・修学旅行を実施し、見聞を  

広げている。今昔の人々の暮らしや芸術、地理、気候風土に直接触れ、歴史・文化の息吹

を求める『百聞は一見にしかず』の旅である。  
 
 
 
 
  
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

【小６：北京、万里の長城】  

【中３：西安・敦煌、兵馬俑】【中１：紹興・杭州、茶摘み体験】
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⑤ 部活動交流＆インターナショナルスクールとの交流  
国際都市上海には多くの外国人学校があり、在上海の国際学校との交流も児童生徒の国  
際的な感覚を養うために意義深い。現在、中 3 が英語圏インターとの交流、サッカー部

が親善試合を行っている。今後も積極的な交流が望まれる。  
 ⑥ 中国の芸術・文化鑑賞～チャレンジ・タイム（PTA 主催）  

ＰＴＡ活動のひとつに子どもたちに「中国の音楽や文化、芸術  
を鑑賞・体験してもらおう」の活動があり、学年ごとに開催。  

○中学部 ～中国民族楽器＆舞踊 10 月 31 日(水) 
     ○小 3・４～京劇（鑑賞と体験） 11 月 21 日(水) 

     ○小 5・６～中国民族楽器＆舞踊 11 月 19 日(月) 

     ○小 1・２～雑伎（鑑賞と体験） 11 月 20 日(火) 

 ⑦ 教職員の研修（現地校訪問と本校招待）  
   なぜ、こんなに本校の児童生徒は急増しているのだろうか？  

中国の教育事情は？、学校の実態はどうなのか？  
共産党と自由主義経済におけるこの国の将来は？  

国内同様の教員研修は勿論、在外施設特有の教育、  
  特に国際教育を推進するため、多くの研修を組む。  

本校教員が地元の小学や中学を訪問し、授業参  
観や互いの教育など意見交換や質疑応答を行う。  

ここ数年、上海市政府は国際教育を前面に押し  
  出した教育政策を進めている。  

現地の学校事情や教員の価値観、更には中国の  
人々の生活習慣や考え方まで幅広く理解することが        ↑  
できる教職員交流になっている。         【英語教育に重点を置いている】  

《他の研修例》           
1．現地教育事情（現地校見学・訪問） 2．現地理解研修 (上海・中国各地) 
3．講師招聘（教育・経済・マスコミ） 4．今日的課題（特別支援教育・IT）  
5．校内授業研究 (各教科１～2 名)      
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学校訪問  
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（３） 小中併設の良さを生かした教育  
① 小学部での教科担任制  
   音楽・図工（小 1～6 年）、社会（小 6 年）  
   理科（小 3～6 年） 家庭科（小 5・6 年）  
② 小・中学部教師の乗り入れ  
   社会（中→小 6 年へ） 数学の選択教科へ  
   小中教員全員による中学：部活動指導  
③ 校内人事（小中の複数免許を持つ教員の活用）  

小学部の教員が中学部へ、中学部の教員が小学部へ（担任・専科）  
 ④ 授業交流（中学部生徒が小学部へ）  

音楽、算数、家庭科の合同授業  
⑤ 小中児童生徒交流  

○ クラブ （小４，５，６年）  
       部活動（中学部：週２回）  

○ 学年や学部行事、全校行事  
・児童会と生徒会活動の連携  
・運動会（合同）  

⑥ その他の【異学年交流】  

 

 

 

 

 

 

 学 部 ・ 学 年  活  動  内  容  時  期  

総

合  

小１＆小２  学校探検 世紀公園遠足 切り絵づくり  １学期始め  
任意学年同士  学習発表会の発表・紹介・鑑賞 学習発表会前後

虹橋校＆浦東校６年同士  中学部授業参観・交流活動 ３学期  
 

教

科  

小２＆小４  体育：縄跳びの跳び方 １学期  
中１・３＆小６ 音楽：歌の交流 ２学期  
中２＆小４  算数授業（割り算）※写真 ２学期  
中 3＆小１  家庭科（保育）※ピポット 3 学期  

特 

別  

活 

任意学年同士（小 1～中 3）  合同ランチ・ゲーム・遊び 随時  
任意学年同士  学年発表会を聞く（宿泊等） 随時  
中：学級委員会＆小２～6 中国結び作成・指導 １周年を祝う会

中：図書委員会＆小１～3 本の読み聞かせ（朝の読書タイム） １・２・３学期

 

全 

体 

活 

動  

◎ 全校 ： 小学部と中学部の学級単位での新年交流会  
◎ 小学部 ・全学年 ： １年生をむかえる会に向けての活動  

・全学年 ： ６年生を送る会に向けての活動、： 卒業式に向けての活動  
・全学年 ： たてわり活動（児童会活動に合わせ）  
・小 6→小 1：お掃除応援隊（1 学期）  

◎ 中学部 ・全学年 ： 受験報告会  
・全学年 ： 三送会に向けての取り組み、卒業式に向けての活動     

【本の読み聞かせ】  

【お姉ちゃん先生】 

1 年生と遊ぼう】  



 9

４． ～ 転出・卒業後の進路先の課題への対応 ～ 

2006 年 3 月 10 日（金）、上海日本人学校中学部卒業式。卒業生の一部は自分の意志・選択で、

日本に戻らず、現地校（国際部）やインターナショナル校へ進学する道を選んだ。又、当初は

「どうして中国に来たのか」と保護者に対し、文句を言い、被害者意識を持ち、葛藤していた

子どもたちが、転出・卒業時には「中国に来て良かった」「日本各地、世界に友達をいっぱい作

れた」「将来、日中の架け橋になりたい」と話し、日本に帰国し、進学していく。 

 在外教育施設の校長の職責として、｢児童生徒が安心・安全に学べる学校経営｣と同時に｢進路

指導｣は大きな柱でもある。上海日本人学校は児童生徒の編入生(転入生)の急増に伴う、いろい

ろな緊急課題を生み出しているが、転出(卒業)する児童生徒の進路指導も大きな課題のひとつ

になってきている。 

転出(卒業)後の進路先は十人十色であり、特にここ数年、現地校の国際部への編入学や入学

する児童生徒が増えつつあることから、ここ数年間の進路指導の実践を整理してみる。 

① 進路先の多様化から（日本・インターナショナル校・現地校） 

 在外教育施設設立の趣旨は『帰国後、子ども達が国内の学校へ戻ってからも、日本の学校で

適応・対応できる学力や能力を培う』目的であるが、上海日本人学校では保護者の在留期間の

長期化や国際結婚での児童生徒の増加で、転出(卒業)後の進路先が日本国内への学校選択のみ

でなく、現地校や現地校国際部、インターナショナル校等への転出・進学と多様化・拡大して

いる。このような実態から、上海日本人学校の転出生や卒業生の進路指導の押さえやねらいも

大きく変化せざるえない状況になってきている。 

また、国際都市・上海市の在留邦人は勿論、外国人子女も急増し、現地校では、ここ２，３

年、外国人子女を対象にした国際部を設置し、外国人子女を獲得しようとする流れが激しくな

っている。現在では韓国・台湾・香港・日本等のアジア諸国の外国人が在籍する現地校が増え

てきている。大学附属の国際部では、高校卒業後は推薦入学で大学へ進学していくものも多く、

世界各国の有名大学への進学にも力を入れているので、人気が高い。  
【本校の児童生徒の進路先】 

 長期間、在籍する児童生徒や国際結婚家庭の児童生徒、北海道から沖縄までの都道府県出身

の多さ、日本国内の小中学校を知らない児童生徒等々、1,000 人～2,000 人規模の上海日本人学

校(虹橋校・浦東校)では様々な事情を抱えた転出（卒業）する児童生徒の割合が高くなってき

ている。本校の転出(卒業)後の編入や進学先の多くは日本国内の国公立校が主であるが、近年

は上海市内の現地校国際部を選択する児童生徒が増えつつあり、数名が中国国内や世界各地の

高校進学やインターナショナル校を選択している。 

◎《年度途中での転出・編入学》……上海での生活・教育・医療等のインフラがこの数年間で 

整備され、駐在者が家族帯同型に増加する傾向にある。当初は多くの方が日本人学校を選択

する保護者（児童生徒）であるが、｢せっかく中国、外国に来た｣のだからと、駐在初めから、

義務教育段階の児童生徒が現地校やインターに在学する。その数は 300 名を越えているとい

われている。また年度途中や学期末、学年末に本校を退学し、現地校やインターナショナル

校を選択する割合が増えてきている。 

◎《卒業後の入学》……本帰国年度でない駐在者の卒業する子どもや、国際結婚での子どもた

ち(本校で 11％)が、選択肢の一つにして、中学部卒業後の現地校国際部に進学していく割合

が年々高くなり、2 割に達している。  
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 ‘０４：５校１５名、‘０５：４校１１名‘０６：７校１５名‘０７：９校１８名 

※ 現地校国際部やインター校の授業は使用言語が中国語や英語なので、語学の習得が未熟

な生徒は授業を理解していくために相当の努力が強いられる。言葉の壁は厚く、授業で

学んだことの復習やや多大な量の宿題に帰宅後も時間をかけなければならないといった

状況であることから、本人や保護者の相当の意志と覚悟が求められる。  
 このような進路先の多様化の実態を受け、本校の進路指導の方針として、日本国内の私学や

公立校のみではなく、現地校や現地校国際部、インターナショナル校も含む進路指導を重点

的に取り組む必要性が求められてきた。 

② 進路指導の拡大・充実について、  
 在外の保護者や児童生徒の心配や不安のひとつに、帰国後の｢進路｣がある。本校では年度内  
途中の転出生が平均 200 名と多いが、年度末の転出生（150 名～200 名）や卒業生も年々増え  
つつあり、その転出先・進学先が多様化している。また中学部の生徒増加にも新たな対応が求  
められ、特に中３の増加の割合が大きい。この４年間の卒業生数は倍増である。  

【 ’04 年：59 名→ '07 年：123 名】  
現地校国際部への編入・入学は、かっては、保護者個々が通訳を介し、電話をし、学校見学

や進路相談等で、進路情報を得、編入学や進学の手続きをとっていた。その後、PTA の活動と

して学校見学を実施(中身は学校がお膳立て)し、進路情報を得ていた。'06 年、本校では保護者

の切実な願いを受け止め、進路情報の拡大・充実を図る新たな取り組みをする。  
【学校として】  
◎現地校国際部の学校説明会…… ’06 年、本校を会場にして、現地校国際部の説明会(全体説明

会・個別相談)を実施。年々、参加学校数が増え、保護者の参加も多くなり充実してきている。

（ ’06 年：１日開催、参加：5 校、保護者 100 名，‘07 年：２日開催、参加：８校、120 名） 
◎本校会場での学校説明会の開催……上海へ来ていただき、直接、日本国内の中高校の先生か

らの学校説明・進路相談の説明会(全体・個別)。参加校を増やしている。  
（ ’05：10 校 ‘06：15 校 ‘07：20 校）  

◎海外入試の実施……本校会場や上海市内での本番入試（ ’05：７校 ‘06：８校 ‘07：11 校） 
◎学校長の日本国内の高校訪問……多数の子ども達が転出していく小中学校が、卒業後の選択

する中高校が日本国内であることから、国内の私学の中・高校とは深い信頼・強い連携が求

められる。上海日本人学校をアピール、可能性をもつ本校の子どもたちのアピールを狙いと

し、毎年 11 月末～12 月に国内 10 校～20 校の私立中・高校を訪問し、｢上海日本人学校の卒

業生、転出生｣をアピールしてくる。  
※単願・専願のお願い、指定校制度の活用（現在３校）  

※ ｢上海日本人学校の卒業生 ｣は進学する学校側にとってもプラス。  

        ⇒⇒次年度も受け入れていただく方向性をつくる ｣ 

◎現地校・インターナショナル校との連携……インターナショナル校や国際部創設の現地校と

連携を強化している。【トップが動く】場が必要で、新たに、延安中学国際部、復旦大学付

属中学国際部、華東師範大付属中学国際部、虹橋中学国際部等の現地校への訪問や日本人学

校への招待等、校長自らが進路情報・拡大の機会・場を重ねている。また、市内の各インタ

ーナショナル校の連絡協議会を活用し、進路先の多様化・拡充や情報収集に対応している。 
◎進路指導の充実……進路指導主任(部長)の専任化、進路指導室の新設、進路指導計画の改訂
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など、進路指導の充実を図り、子どもや保護者の願いに応える体制づくりをする。  
◎教職員の情報……‘０５年度の本校の教員は８０名前後で、日本各地からの派遣教員の持

つ進路情報は豊かで、中国各地区の日本人学校からも日本国内の国公私立中・高校の情報問

い合わせが相次ぐ  
現在、在籍する児童生徒は以前の駐在員の子女に加えて、国際結婚している家庭の子女の割

合が多くなりつつある。また、新たに '08 年度に杭州日本人学校や深せん日本人学校が開校し、

在中国の邦人子女が急増している昨今、在中国の教育環境における駐在時の学校選択肢(日本人

学校・補習授業校、インター、現地校)だけではなく、将来の転出・進学時における進路選択が

多様になっており、保護者や子ども、学校当事者にとって、悩める大きな課題になって、続く

と思われる。  
同じ上海の空の下で、上海日本人学校（虹橋校・浦東港）両校で学び、転出や卒業した子ど

もたちが、どこで学びを深めようが、上海日本人学校の校歌「黄浦の水は海をこえ、わが故郷

の岸をうつ……、さあ かけ渡そうよ 色あざやかな 虹の橋」と心をひとつに歌い、将来「日

中のかけはし」となり、世界平和と共生を大切にした、国際感覚を身につけた国際人に育って

くれる ことを強く願う。  
５．念願の特別支援教育のスタート  

在外教育施設の抱える課題には安全対策、国際教育、進路、等さまざまな対応すべき事柄が

ある中で特別支援教育も大きな、解決すべき課題である。その少数ではある保護者（子ども）

の切実な声に、出来ることから対応していこうとする日本人学校が増えた。  
この数年来、在留邦人や赴任予定の方や企業から「上海日本人学校でも特別支援教育を」の

相談や要望が上海日本商工クラブや学校へ増加する傾向があった。学校としても、特別支援教

育のニーズの実情や在外教育施設での課題把握を行い、特別支援教室の開設を模索した。しか

し、児童生徒数の急増と校舎増築の対応を優先せざる終えない状況から、当面は中国・上海と

いう在外で、特別に支援を求める子どもたちに応える教育環境が難しいと判断をしてきた。教

育だけではなく、上海での医療や相談の専門機関の課題克服の難しさ等々で、学校は安易な受

け入れはできず、保護者の家族が一緒に生活をという願いを、結果的には叶えることができず、

入学希望をお断りしなければならない数年間が続いていた。  
本校は、 '06 年の新校舎（浦東校）の開校に合わせ、何とか特別支援教育を立ち上げようと

決定し、その体制作りを前年度より図った。以下、その概要。  
① ‘05 年度（新設の前年度：赴任 1 年目）  
  ・教職員の全体研修会、 ・国立特別支援教育総合研究所への支援要請・相談  
  ・文部科学省への人的配置の要望（経験者の派遣）  
  ・次年度開設のアナウンス（在上海・日本等）、 ・受け入れ要綱の作成  
  ・入学希望者の面談、 ・特別支援教室・備品等の体制づくり  
② ’06 年度（浦東校の開校）～ 《念願の特別支援学級の開設：浦東校のみ受け入れ》  
  ・１名の対象児童の入学（小学部 1 年：Ａ子ちゃん））、養護学校からの教師 1 名派遣、  

・ 国立特別支援教育総合研究所の支援（来上海にて、児童生徒の観察・相談、講話）  
③ ’07 年度（浦東校 2 年目）  
  ・３名の対象児童の在籍（小学部 1 年・3 年・5 年）  
  ・養護学校からの教師派遣  ・現地採用教員 2 名確保……教員 3 名体制  
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６．児童生徒増への対応                  
「上海で頑張るぞ！」の決意で  
平成 17 年 3 月 12 日上海着任、20
日に前校長帰国。21 日(月)、上海

日本人学校校長として、最初の仕

事が新設校予定地の『賃貸契約書

の署名』であった。  
児童生徒数との急増は著しく、

平成 16 年 4 月竣工の第 4 期東校

舎（普通学級 25 学級）も 2 年し

か対応できず、平成 19 年度開校

予定の新キャンパスの話が進んで

いた。  
赴任前の研修や前校長よりのメ

ールで事前に知らされていたが、市町村行政も教育  
行政も存在しない在外での新しい学校建設も、在職  
中の大きな仕事であった。  
【新設校の立ち上げ】  
 ①【ハード面】では、 

  3 月 20 日の土地借用契約締結以降、９月５日の 

 工事着工（杭打ち）まで、市行政機関との折衝（ 

設計、建築許可、工事用の電気・水道・IT 設備・ 

登記……）で半年が経過する。 

その間、校舎設計図面の修正、建設業者の入札や落札、校舎内の設備（温水プール等）や 

備品等の購入計画（企業の寄贈計画，依頼）、IT関係、そして先立つものは金(自己資金・日

本政府の支援申請、銀行借用）……。これらを学校運営委員会や日本政府（外務省、文部省）、

上海日本商工クラブ、総領事館、上海市教育委員会に相談，諮りながら一つ一つ決定し、平

成18年４月20日の開校式まで、進めなければならなかった。 

②【ソフト面】 器（校舎）も大切だが、中身の準備も厳しいものであった。「通学区域割を

どうするか。」「両校の児童生徒数や学級数の見込みはどうか」を策定し、両校への教員配置

計画をつくる。次に教職員の確保（文科派遣、現地採用教員）計画を立て、動く。文部科学    

省へは加配要請計画と直接陳情、現地採用教員は履歴

書審査（180名→60名に絞る）を経て、日本での直接

面接。現地スタッフ(事務、警備、保険、清掃、プー

ル、用務）の確保や語学学校との折衝（中国語・英会

話講師派遣、使用教科書、その他）、そして両校の教

育方針と教育課程編成づくり（虹橋校は小学部、新キ

ャンパス浦東校は小・中学部）、児童生徒の受け入れ

条件や通学区域の決定のアナウンスも在外教育施設

では大切なことである。 

年 度 小 学 部 中学部  児童生徒数 増減

平成 14 年度 小：763 名 中：156 名  合計  919 名 +359
平成 15 年度 小：1,036 名 中：242 名  合計  1,278 名

平成 16 年度 小：1,366 名 中：325 名  合計  1,691 名 +425
平成 17 年度 小：1,742 名 中：374 名  合計  2,116 名

平成 18 年度   
虹橋 小：1,592 名   1,592 名 +289
浦東 小：363 名 中：450 名  合計  813 名

 両校  2,405 名

平成 19 年度   
虹橋 小：1,491 名   1,491 名 +158
浦東 小：561 名 中：511 名  合計  1,072 名

 両校  2,563 名

平成 20 年度   
虹橋 小：1,452 名   1,452 名

   浦東 小：623 名 中：541 名  合計  1,164 名 +53
 両校 2,616 名

41３  
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７．中国の教育について  
祖父母と手をつなぎ、制服 (ジャージ )を着て、首に赤いスカーフを巻いて登下校する中国の

子どもたち。交流や視察、訪問等から上海市内の学校・教育事情の一端を理解し、同じ教育者

として、悩みも喜びも共感できる中国の教育の一面を紹介する。  
(1) 教育制度  

中国の学校制度は幼児教育、初等教育（小学）  
中等教育（中学、高校、専門、技術学校）、高等  
教育（大学、大学院）、特殊教育（盲聾学校）に  
分類され、基本は６・３・３・４である。   
 義務教育は初等教育（小学）および中等教育  
の初級中学(中学)段階までで 6 歳からの 9 年間  
である。義務教育の修業年数は基本的には日本  
同様 6-3 年制であるが、最近は初級中学での教  
育にゆとりをもたせるため全国的に 5-4 年制へ  
移行の方向にある。  
 卒業に際しては 6 月に省や区、県など一定地域で統一の卒業試験が実施される。この統一試

験は卒業試験であるとともに高級中学等への入学試験ともなっている。  
 
 (2) 早期からの受験勉強  

遠く隋の時代から、「科挙」と呼ばれる試験制度が導入されていた中国では、教育への意識は

非常に強いものがある。現代では｢早期からの受験勉強｣。それを支えているのは、「子どもは勉

強して当たり前」という学校、地域社会、家庭の一致した価値観にあるようでもある。一人っ

子が一般的な現在、子どもに対する両親や祖父母からの期待は非常に高く、自らの子ども(孫 )
に高学歴を積ませることに対してはお金を惜しまない風潮が強い。  
 
(3) 課題  

過熱化していく受験戦争や大学定員の急増による大学卒業生の就職の難しさ、都市部と内陸

部の地域における教育レベルの格差、そして、都会へ出稼ぎにきた「農民工」の子どもたちの

教育問題など、国内の教育には課題も山積である。  
上海などの大都市に流入し、建設現場や工場で働く労働者 (工人 )の多くは田舎からの出稼ぎ

者である。出稼ぎ者の中には、上海に居ついて、上海に家族を呼び寄せたり、上海で結婚した   
りして、子どもを持つ場合もある。  上海市は人口の

膨張を防ぐために、古くから住んでいる人(上海戸籍)
にしか、市民としての権利を認めていない。たとえば、

上海市の公立学校で、義務教育を受けることができる

のは、市民の子どもだけである。出稼ぎで上海に来て

いる労働者の子どもは、学校で義務教育を受けること

ができない。そこで、上海日本商工クラブ婦人部やボ

ランティア団体等が寄付や私塾を開き、そのような子

どもたちのために、基礎的な教育を授けている。   
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８．最後に  
日々の脱北者情報の対応、“政冷経熱”のなかでの‘05 年 4 月 16 日の反日デモ。 

日本人学校は中国を信じて開校している。4 月 18 日(月)は通常通り授業。 

そして、鳥インフルエンザ、SARS の脅威も……。 

上海日本人学校の危機管理の対象は学校や児童生徒、教職員、帯同家族と幅広い。 

学校は３ｍの外壁で｢忍び返し｣設置、監視カメラや門衛 19 名 3 交代による 24 時間常駐、保

護者や来校者の入校時には、入り口で身元確認を行う不審者対応は厳格である。校外学習時の

引率者増員（保護者ボランテイアや門衛）、万が一の際の水と食料の常備確保（虹橋校：全児童

生徒と教職員 1 日分）、現地社会とのかかわりでは現地公安（派出所、交通警察、出入国管理局）

との友好・協力と連携、市及び地区の教育行政との人的ネットワーク、現地校や SISA (インタ

ー校の協議会)からの情報など、ハード面やソフト面でも 2,000 超名の子どもたちのため、安

全・安心な学校の構築が常に強く求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣期間 3 年は短い。与えられた環境のなかでの最大限の成果が

求められる日本人学校。私学的経営と国からの支援(派遣教員等)に

よる日本人学校。その役割・使命・存在意義を明確・認識しての学

校経営では実態把握と課題の明確化、そして的確に手を打ち、対処

する責任がある。 

校長として、迅速な主体的に状況判断をし、組織マネージメント

能力を発揮し、目的達成を図る学校経営は在外子女教育への情熱と

使命感に溢れた力量ある教職員参画と共に成り立っていた。 

 

「…かけ渡そうよ 色あざやかな 虹の橋……、 

……二つのくにの山と河、風も光も同じ空……」 

純粋な目、校歌を唄う大きな声、子どもたちは、 

この上海日本人学校の校歌を胸に、日中友好の虹の架け橋を 

築いてくれるに違いない。そう確信した 3 年間であった。  

  成田に降りた時、やっと上海日本人学校の校長の任が解けた。 
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